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（１） ・教室 

子ども科学・ものづくり教室 
実 の  
本博物館は開館 、自然・ ・ な

どの保存・ と、それらの の 点とし

ての を たしてきた。 
これに加え、近年は 様 する人 の ー に

た学 活動の をは め、 的な機 を

することが められる うになってきた。 
その うな中、 館では 年が楽しく活動し

ながら自然科学の原理や （ や伝 に

関する も一部 ）を体験的に学ぶことので

きる機会を する目的で、 成 11 年度 り「子

ども科学・ものづくり教室」を開 している。 
 
イ 成 30 年度の取組 

館が大 （リ ー ル）工 のため

に全館 館 に った 成 27 年 7 月からは、

にある 館：塚原 館（

「塚原」）の 室を 用して教室を してき

た。また、年に 回は中 にある 本 子

ども 会館（ 「子ども会館」）も会場として

用した。 
成 28 年度は、 本 の で 的には全

17 回の開 にとどまったが、 成 29 年度は開

回 を 25 回に やすことができた。 
成 30 年度も 11 月までは「塚原」を イ 会場

としながら「子ども会館」でも実 し、リ ー

ルオー を えた 12 月からは館 に 設され

た『実験・工作室』お び『 』を活用して全 26
回の教室を開 した。 

は、理工分 に関する ー が とんどであ

るが、 ・ 物・ 分 に関する も 学

員に して 回 つ行った。また、 意の教

体である 本 ものづくりサークルには、8 回の

教室で実 や運 での協力をお いした。 

ウ 実  
（ ） 形 の リカを作ろう 

生時 の 会や 形 の意 と 、

の や などについて学ぶ教室。

にある構口（かまえ ち） り出土した 生

時 の ： 形 の 型の中に かし

た 点 を し み、 リカ作りを行った。 
の では、 ： 本大学が中 となって

開 を めている シウム にも れた。 
日 時 4 月 21 日（土：塚原） 

13 時 30 分～15 時 
指導者 一（ ） 

山口 均（理工） 
参加者 18 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（イ） ナイトの リカを作ろう 

学 員の指導のもと、 年 や

のでき方、 から られる などについて学

ぶ 。 
ナイトの型 に を し んで めた

後、型 から して を って仕 る。作 の

い に ナイトに関する ーシ

や、水を った水 にオウムガイの を浮

か る なども行って参加者の ・関 を

めた。 
日 時 5 月 20 日（土：塚原） 

13 時 30 分～15 時 
指導者 部 （ ） 

山口 均（理工） 
参加者 13 名 

４  教育普及 
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（ウ）箱の中に虹を作ろう 

自然光の構成や、スリットを介した分光の仕組

みについて学ぶもの。分光シートは 辺 あた

り： 本の筋が縦横に刻まれた仕様のものを用

いた。

分光シートを目に近づけ、自作のスリットを蛍

光灯などの光源に向けると（太陽を直接見てはい

けない等の注意点を伝える）、切り抜いたスリッ

トの形がそのまま美しい虹色のスペクトルとなる

ため、意欲的な製作活動につながった。

日 時 ① 6 月 9 日（土：塚原） 
② 2019 年 2 月 23 日（土：博物館 
「実験・工作室」） 

13 時 30 分～15 時 
指導者 山口 均（理工） 
参加者 ① 27 名 ② 20 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（エ）おもしろ実験・工作に挑戦！ 
光の全反射やベルヌーイの定理、摩擦の力と角

運動量の保存に関連する実験・工作、振動を回転

に変える「ガリガリとんぼ」の体験コーナーなど、

ブースを開設した。

幼児から大人までを対象とした自由参加型教室

の一つで、簡単な製作物が秘めている不思議で身

近な科学を親子で楽しんでもらった。

日 時 ① 月 日（土：子ども会館）

② 月 日（土：塚原）

時 分～ 時 分

指導者 山口 均（理工）

協力者 ものづくりサークル会員

① 名 ② 名

参加者 ① 名 ② 名

（オ）宙返りバードを作ろう

翼の形や傾きが生み出す『揚力』について体験

的に学ぶことができる教室。壁や畳などの断熱材

として使われているスタイロフォームを電熱線カ

ッターで１mm 程度の厚さにスライスしておく。

それをハサミで定型に切り取って鳥の形に組み立

て、頭部に厚紙のおもりを接着すると完成。 
飛行機が空中で後方宙返りをするたびに、会場

のあちこちで歓声があがった。

日 時 ① 7 月 7 日（土：塚原） 
② 2019 年 3 月 9 日（土：博物館 
「実験・工作室」） 

13 時 30 分～15 時 
指導者 山口 均（理工） 
参加者 ① 19 名 ② 39 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（カ）水中ＵＦＯキャッチャーを作ろう 

浮力について体験的に学ぶことのできる楽しい



 15  

。水を たした のペット トル（

）に、水と空 の量を した フック きの

浮 子（ 型たれ ）を れる。 たを めてペ

ット トルに力を加えると浮 子の が さく

なるため浮力も さくなって 。

参加者は浮力を しながら水中のリ をフ

ックで り る ームを楽しん 。

日 時 ① 月 日（土：子ども会館）

② 月 日（土：塚原）

時 分～ 時

指導者 山口 均（理工）

参加者 ① 名 ② 名

（キ） 体 実験シ ー

学 員に る 体 実験シ ーは、

度に る物 の 変 と体 変 を 用した

きの実験・ 象の を するもの。

バラバラになる「 」、 まない ム ール、

体 ロ ット、フライ の中で る

体 （ライ フロスト 象）など、 の

体 が り成す不思議な を 近に てもら

った。

日 時 ① 月 日（土：塚原）

② 月 日（土：子ども会館）

時 分～

時 分～

時 分～（ 回 分）

指導者 部 （ ）

山口 均（理工）

参加者 ① 名 ② 名

（ク） でできる科学工作

でも簡単にできる科学工作のブースを

設けた（空 中に浮かぶスチロール 、水中で

える 「えっ ！」、 ちないリ 、紙コッ

がコ コッコー！）。

製作の 程で、 体の と では 力に

いが生 ること、摩擦力、光の全反射、 と振動の

関 などについて した。

日 時 月 日（土：子ども会館）

時 分～ 時 分

指導者 山口 均（理工）

協力者 ものづくりサークル会員 名

参加者 名

（ ）大 と 空の実験シ ー

「空 」と「 空」を ー に、 に って

生 る様 な 象を 開する定 のシ ー。お

と を使った 水実験や空き つぶし、 空

を使った「 ら ・水の 」などを

した。

は、その存 すら意 することの ない「空

」ではあるが、シ ーが につれて空 の意

な ーに づいてもらえた。

日 時 ① 月 日（日：塚原）

② 年 月 日（土：博物館

「 」）

時 分～

時 分～

時 分～（ 回 分）

指導者 ① 山口 均（理工）

② 部 （ ）

参加者 ① 名 ② 名

（コ）紙 ックカ ラを作ろう

の き、光の直 や 、 や実 に

ついて学ぶ科学工作で、カ ラと目の仕組みの

工作
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点についても れた。

１リットル紙 ックと を組み わ て

簡 カ ラを製作し、 熱紙を用いた も

行った。スクリー に れた が 、

反転する 象も することができた。

日 時 月 日（土：塚原）

時 分～ 時 分

指導者 山口 均（理工）

参加者 名

（サ）コイル ーターを作ろう

と電 （電 ）の 作用に って生 る

力（フ ミ の の ）について学ぶもの。

コイルの形を 形に保 したり、エナ ル線の

き め・ き わりを紙やすりで がしたりする

作 が しいため、製作 を工 して

での を行っている。

ーターが回転を めた の、 きと びに

ちた が 象的 った。

日 時 ① 月 日（土：塚原）

② 月 日（土：博物館

「実験・工作室」）

時 分～ 時

指導者 山口 均（理工）

参加者 ① 名 ② 名

（シ） 本でしおりを作ろう

物体の の や きについて学ぶ 。

用いる イラ と イラ ク イの は、

に ルカリ 水 で 分 程度 み、

後にしっかりと水 いして で中 しておく。

子どもたちは ブラシを使い、 く から く

動作を り返して から を とし、水

い・水きり・ 後に をラミ ート加工して

『しおり』に仕立てた。

日 時 月 日（土：塚原）

時 分～ 時 分

指導者 山口 （ 物）

山口 均（理工）

参加者 名

（ス）くるくる回るシャ を作ろう

光（と色）の 原色、 の なり、 力の き

などについて学ぶ科学工作。光の 原色を ル的

に した ・ ・ 色の着色シート（OHP シート：

6mm ）と色を らない 色 のシートを 2
つ、 8 を ール に組み立て、中 に し

た を っくり回すと 色の が なり って

本物のシャ の うに見える。 
後 は、光の 原色 の色もシートに り、オリ

ナルシャ 作りにも挑戦。

日 時 ① 月 日（土：塚原）

② 年 月 日（土：博物館

「実験・工作室」）

時 分～ 時 分

指導者 山口 均（理工）

参加者 ① 名 ② 名

 
（ ）おもしろ実験・工作フ スタ 

館に 設された「実験・工作室」と「 」の
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介を 、科学実験や科学工作の楽しさに れ

てもらうためのイベ トを開 した。

「 える 、えっ ！（光の全反射）」「虹のス

リット作り（分光）」「フ フ ・うきうき（ 体

力学）」「ガリガリとんぼ（振動と回転）」など、

ブースを設けた。

日のリ ー ルオー に を える

く「不思議の まき」を行った。

日 時 月 日（日：博物館

「実験・工作室」）

時 分～ 時 分

時～ 時 分

指導者 山口 均（理工）

協力者 ものづくりサークル会員 名

参加者 名

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ ） 電 実験シ ー 
摩擦電 とも れる 電 の 力や 力等を

用した実験シ ー。ペ シルバルー を ッ

シ で擦って イナスに 電さ 、横たえた空き

に近づけて動かす「空き のお 」に まり、

バ ラフを使った 電や蛍光灯の点灯ま

で、 の実験や 象を した。

中、参 者の の方には「電 コッ （ライ

）」の リ リ体験をしてもらった。

日 時 月 日（土：博物館「 」）

時 分～

時 分～

時 分～（ 回 分）

指導者 山口 均（理工）

参加者 名

（タ） 電 ッ を作って ぼう

の摩擦に り、 ラス・ イナスに 電し

た物 に く 力と 力を体 的に学ぶための

科学工作。 ル （ ）とペ シルバルー

を 方 イナスに 電さ 、 の方を宙に浮 さ

る「電 くら 」の か、電 コッ （簡 ライ

びん）と 電 ベルの製作を行った。

電 くら では、 ル を ラスに 電さ

て、 と き う 象も 。

日 時 月 日（月・振 ：博物館

「実験・工作室」）

時 分～ 時 分）

指導者 山口 均（理工）

参加者 名

（チ）活 電 を作ろう

電 の仕組みと きについて学ぶ 。

コイ 電 や 電 などを して電 は身近

な材 でも簡単に作れることを実 し、 本的な

構 は の と電 の組み わ であ

ることを伝えた。

作り方を した後で一人 つ活 電

を作り、直 つな にすると ー ッ するこ

とを電子オル ールの 量や ーターの回転 度

の いで かめた。

日 時 ① 年 月 日（土：博物館

「実験・工作室」）

② 年 月 日（土：塚原）

実験・工作フェスタ

静電気実験ショー




